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特別研修会　テーマ　

「パソコンのお腹の中を覗いてみよう！」
普段、私たちがパソコンを操作するとき、「パソコンのお腹の中」がどうなっているか、そしてそれらがどういう働きをしているかは、ほとんど意識していません。なぜならこういった知識が無くてもトラブルが発生しない限りまったく困らないからです。一般的な「パソコンの」お腹の中」がどうなっていて、どういう部品があるか、ある程度知っておけばトラブル発生時やデータ処理能力低下の原因を判断する参考になります。

『パソコン部品の基礎知識』

1． ＣＰＵの役割　（パソコンの性能はＣＰＵで決まる）

ＣＰＵ（シーピーユー）はパソコンの頭脳と言われます。パソコンの中心に位置し、ＯＳ（オペレーティングシステム）を含むあらゆるソフトを動かすのは、ＣＰＵが一手に引き受けています。

したがって、パソコンの根本的な性能もＣＰＵで決まります。ＣＰＵの性能が良ければよいほど、パソコンの作業が早くなるというわけです。

2． メモリの役割　（データの一時保管場所）

　メモリは正確にはメインメモリといい、容量で表して「ＭＢ」と表されることがあります。ＣＰＵが動作しているときに、一時的にその情報を預かってくれる役目を持っています。ただし、メモリ上のデータは、パソコンの電源を落とすとすべて消えてしまいます。そのため、作業した結果を残しておくには、メモリ以外の記憶場所に保存しておかなければなりません。主な記憶媒体には、ＨＤＤ（ハードディスク）とかＦＤＤ（フロッピーディスク）ＣＤ－Ｒ／ＲＷ（シーディーアール／アールダブル）などがあります。

3． マザーボードの役割　（情報を伝達する血管）

マザーボードを直訳すると「母なる板」。マザーボードはパソコンのケースに入る最も大きな部品で、さまざまな小さな電子部品がハンダ付けされたプリント基板状のものです。ここにパソコンのあらゆる部品が接続されます。マザーボードに関係しない部品は無いくらい重要な部品で、パソコンの中枢はＣＰＵですがパソコンの構成はむしろマザーボードが中心です。

4． ケースの役割　（部品と周辺機器の固定と電源供給）

マザーボードやその他の内蔵タイプの周辺機器はケースに収めます。ケースがなければ部品同士が接続されていたとしてもバラバラのむき出しとなり使える状態になりません。パソコンを動かすには電気が必要ですが、その電気をマザーボードや周辺機器に送る役目もケースは持っています。

5． ハードディスクの役割　（ソフトやデータの収納庫）

ハードディスクは、ソフトウェヤーやデータを保存しておく磁気ディスクです。WindowsのようなＯＳもハードディスクの中に入れます。ハードディスクは磁気を塗布した堅い金属板から出来ているのでこのような名前が付きました。

保存できるデータの量は、ハードディスクの容量によって決まりますが、容量が大きければ大きいほど、より多くのソフトを入れたり、データを保存できます。

6． ビデオカードの役割　（ディスプレーに映像を送る）

パソコンは、画面（ディスプレー）を見ながら操作しますが、パソコン本体には、ディスプレーに映像を送る機能はなく、電気的な信号を出すまでしかしません。その電気信号を受け取ってディスプレーに流す役割を果たすのがビデオカードです。ディスプレーを使わないパソコンは考えられないので絶対に必要な部品です。

7． フロッピーディスクの役割　（データの外部保存と持ち歩き）

フロッピーディスクは約９㎝のほぼ正方形に近い厚さ０．５㎝の小さな記憶メディアです。中には円盤状の薄い磁気ディスクが収められており、一般的に約１．４４ＭＢのデータを保存することが出来ます。パソコンで作ったデータを外部のディスクに保存して持ち歩くものとして最も一般的です。

　〔フロッピーディスク以外の記録メディア〕

フロッピーディスク以外の外部記録ディスクには、ＭＯ（エムオー）、ＣＤ－Ｒ（シーディーアール）、ＣＤ－ＲＷ（シーディーアールダブル）ＤＶＤ（ディーブイディー）などがあります。いずれも１００ＭＢ以上のデータ保存が可能な大容量メディアです。ただしフロッピーディスクにはフロッピーディスクドライブでデータを読み書きするように、各メディアにもそれようのドライブが必要です。ＣＤ－ＲやＣＤ－ＲＷはパソコンに標準で装備されているＣＤ－ＲＯＭドライブで読むことが出来るので便利です。

ＦＤＤ１．４ＭＢ＝ＭＯ・ＣＤ―Ｒ（６４０ＭＢ）約４５０枚相当

　　　　　　　　＝ＤＶＤ（５．２ＧＢ）３７００枚相当

8． サウンドカードとスピーカーの役割　（スピーカーとペアーで音を出す）

パソコンで音楽ＣＤを再生したり、さまざまな音声ファイルを再生する場合には「サウンドカード」が必要になります。パソコンがエラーした時に出す警告音程度であれば、ケースに付いている小さなスピーカーから直接音を出すことが出来るのですが、パソコンでマルチメディアを楽しむには程遠い状況ですので「サウンドカード」を装着してスピーカーから、さまざまな音を出したり、マイクで音を録音することも出来ます。

9． その他の周辺機器

パソコンにはパソコンを使って作業を進めるための色々な周辺機器があります。

　１）モデム：モデムはパソコンを電話回線に接続する機器

　２）ディスプレー：パソコンの画面を表示するための機器

　３）キーボード：キーボードはパソコンに文字や記号を入力する機器

　４）マウス：パソコンへ指令（コマンド）を送る入力機器

　５）ケーブル：部品と部品をつなぐ線（血管）

１０．ＯＳの役割　（ＯＳがなければパソコンはただの箱）

ＯＳ（オーエス）とは、「Operating System」の頭文字で、パソコンが動くための基本となるソフトです。ワープロや表計算、プラウザやメールといったすべてのソフトはＯＳが組み込まれたパソコンの上で初めて動作するものなので、パソコンもＯＳがなければ何の役にも立ちません。

「ＯＳの種類」

Windows 95、  Windows 98、 Windows 98SE、Windows Me、Windows 2000、Windows　XP

マッキントッシュ、リナックスなど

